
皆
さ
ん
の
地
区
の

　
　
　
　町
内
会（
区
）長
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

令和７年５月末現在・敬称略

会（区）名
元 町
共 楽
中 正
共 励
清 和
親 睦
東 友
東 雲
東 栄
第 一 紀 小 竹
第 二 紀 小 竹
第 三 紀 小 竹
第 四 紀 小 竹
東 紀 小 竹
紀 小 竹 親 睦
紀 小 竹 交 友
紀 小 竹 睦 美
中 央 通 り
岬 交 友
西 交 友
新 生
親 隣

椿
至 誠
同 志
南 新
八 幡
日 の 出
名 屋 東
名 屋 西
丹 心
千 代 崎
第 一 共 治
睦 美
立 志
親 友
更 生
バラ・にじ・南棟
あ じ さ い 棟
ゆ り 棟
共 栄
第 一 春 日
東 春 日
春 和
春 日 好 友
内 本 町
第 六 春 日
東 正
ひ ま わ り
新 東
学 園 前
清 水
島 新 生
グリーンハイツ秋桜
グリーンハイツすみれ
グリーンハイツカトレア
グリーンハイツすずらん
グリーンハイツさくら

会（区）長名
楠　山　正　彦
野　田　和　孝
吉　本　広　道
山　﨑　恭　平
西　田　光　作
伏　木　眞　仁
﨑　山　　　哲
野　村　俊　樹
河　上　多喜子
大　野　光　雄
大　谷　秀　生
北　岡　梅　吉
上　田　　　昭
中　野　晃　作
神　野　久　一
岡　田　賢　二
坪　井　正　貴
川　合　洋　治
福　田　正　芳
岡　田　敏　史
成　岩　愼　吾
左　近　貞　次
籔　内　直　樹
薗　　　雅　史
森　本　茂　樹
馬　上　佳　紀
橋　本　　　篤
宮　本　賢　兒
中　田　英　樹
千　野　眞　裕
巽　　　政　仁
林　　　兼　雄
寺　本　敏　高
塩　﨑　　　渡
田　中　勝　義
西　川　徹　也
西　田　善　明
山　本　定　美
坂　下　小四郎
細　川　信　也
酒　本　和　彦
北　野　忠　敬
二　階　俊　樹
木　下　誠　弘
橋　本　静　子
柚　瀬　真規子
長　田　道　典
細　川　幸　三
山　本　弘　喜
木　村　一　邦
藤　田　　　正
塩　﨑　喜久雄
山　本　若　美
酒　本　久　代
深　尾　美知子
北　岡　美代子
木　村　佳　久
岡　田　沙　絵

会（区）名
上 富 安
下 富 安
小 谷 団 地
下 富 安 県 営 住 宅
西 富 安
遠 田
八 ケ 坪
丸 山
丸 山 西
聖 友
小 松 原
片 倉 団 地
小 松 原 西
さ つ き
財 部 東
上 財 部
悠 々
新 財 部
隣 友
中 財 部 交 友
南 財 部
下 財 部
新 通 り
警 察 官 舎
財 部 新 友
富安市営さくら団地
あ じ さ い
藤 井
藤 井 東 栄 第 一
道 成 寺 駅 前
宮 田
北 吉 田
道 成 寺 団 地
下 吉 田
藤 吉 田
新 吉 田
津 井 切
吉 田 道 成
天 神
出 島
大 河 原
県 営 藤 田 団 地
上 野 口
下 野 口
北 野 口
古 森
熊 野
岩 内
天 田

湊
北 塩 屋
猪 野 々
み づ ほ
南 塩 屋
森 岡
明 神 川
祓 井 戸
野 島
加 尾
上 野
楠 井

会（区）長名
山　際　良　和
楠　山　達　也
井　口　禎　士
川　口　義　和
芝　田　隆　行
梶　原　伸　介
太　田　榮　次
齊　　　良　典
中　野　好　浩
立　花　栄　子
本　田　敏　文
小　原　勝　廣
坂　田　　　豊
松　村　里　沙
山　本　一　也
山　本　慎　一
藤　田　　　潔
中　垣　義　富
池　田　一　令
寺　﨑　　　豊
中　　　勝　弘
津　村　　　純
玉　置　哲　史
竹　本　智　美
前　田　純　一
西　崎　一　夫
津　田　和　美
小　池　正　幸
瀬　戸　淳　也
古　田　和　広
土　井　　　学
山　本　　　尚
小　池　昇　平
松　本　　　要
藤　本　順　英
酒　井　和　彦
山　本　真　司
坂　口　　　隆
山　本　栄　治
塩　崎　京　博
田　中　　　薫
山　口　裕　之
井　原　　　靖
坂　口　隆　紀
石　川　幸　男
川　﨑　次　孝
西　﨑　哲　夫
平　田　　　学
北　山　芳　宏
後　藤　文　宣
浦　野　晃　和
柏　木　正　之
坂　本　春　代
浦　河　秀　行
中　野　良　典
寺　井　　　弘
長　谷　則　一
仮　家　弘　和
西　端　秀　記
出　口　真紀夫
中　嶋　二美吉
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地域おこし
協力隊通信

Vol.

７
地域おこし
協力隊通信

Vol.

７
～協力隊活動最後の一年！～

　
コ
ア
な
「
御
坊
フ
ァ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　獲
得
へ
！

―

　
前
回
の
協
力
隊
通
信
で
、
御
坊
市

公
認
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
ー
や

ち
ゃ
ん
」
の
S
N
S
を
市
観
光
協
会

で
運
営
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、
最
近
は
特
に

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
の
作
成
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
年
か

ら
開
始
し
た
新
企
画
『
み
ー
や
ち
ゃ

ん
の
紀
州
御
坊
へ
来
て
み
ー
や
』
は
、

本
協
会
に
所
属
す
る
店
舗
を
紹
介
す

る
も
の
に
な
っ
て
い
て
、
聞
い
た
こ

と
は
あ
る
け
ど
実
際
に
足
を
運
ん
だ

こ
と
が
な
か
っ
た
お
店
も
取
材
す
る

こ
と
が
で
き
、
よ
り
御
坊
の
「
知
ら

な
き
ゃ
も
っ
た
い
な
い
、
い
い
と
こ

ろ
」
を
知
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　Instagram

は
、
外
に
向
け
た
P
R

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際

は
地
元
の
方
に
向
け
た
P
R
方
法
と

し
て
有
効
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

一
方
、
X
（
旧Twitter

）
で
は
比
較

的
自
分
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
な
い
ア

カ
ウ
ン
ト
の
情
報
が
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

に
流
れ
や
す
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
よ
り
多
く
の
方
に
情
報
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
一
口
に
S
N
S
と
言
っ
て
も
特
色

は
大
き
く
異
な
る
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
投
稿
内
容
を

変
容
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、

「
み
ー
や
ち
ゃ
ん
ら
し
さ
」
を
第
一

に
発
信
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

　
市
内
の
保
育
園
や
小
学
校
か
ら
庁

舎
の
見
学
に
来
ら
れ
た
り
、
地
域
の

お
祭
り
で
触
れ
合
っ
た
り
と
、
子
ど

も
た
ち
と
の
接
点
が
増
え
て
い
く
こ

と
で
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
保
護
者

の
方
も
一
緒
に
み
ー
や
ち
ゃ
ん
を
応

援
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
一
番
の

情
報
源
で
あ
る
、
保
護
者
の
方
へ
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
。
将
来
子
ど
も
た
ち

が
自
分
た
ち
の
地
元
に
胸
を
張
れ
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
わ
た
し
達
大
人

の
世
代
か
ら
意
識
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
「
み
ー
や
ち
ゃ

ん
S
N
S
」
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
、

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　人
と
結
ぶ
発
信
の
か
た
ち

―

　
先
述
で
は
S
N
S
に
つ
い
て
お
話

し
ま
し
た
が
、
移
住
し
て
か
ら
新
聞

や
テ
レ
ビ
の
波
及
力
を
強
く
実
感
し

て
い
ま
す
。
私
の
活
動
も
新
聞
で
見

た
と
お
声
が
け
い
た
だ
く
こ
と
が
多

く
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。

ま
た
こ
の
広
報
紙
も
紙
媒
体
で
発
信

で
き
る
貴
重
な
手
段
の
一
つ
で
す
。

時
代
の
流
れ
に
囚
わ
れ
ず
に
、
幅
広

い
世
代
に
発
信
で
き
る
よ
う
地
域
の

情
報
の
動
き
を
観
察
し
、
紙
媒
体
の

研
究
も
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
市
制
施
行
70
周
年
に
係

る
事
業
も
幕
を
閉
じ
、
イ
ベ
ン
ト
関

係
は
比
較
的
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
10

月
に
は
市
民
文
化
会
館
で
ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
「
サ
ン
ボ
マ
ス
タ
ー
」
の
ラ
イ

ブ
公
演
が
控
え
て
い
た
り
と
、
県
外

の
方
に
も
お
越
し
い
た
だ
く
機
会
も

あ
り
ま
す
の
で
、
協
力
隊
ラ
ス
ト
イ

ヤ
ー
も
継
続
し
て
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　御坊市地域おこし協力隊の渋谷茉央です。
　令和５年に御坊市初の地域おこし協力隊として着任
し、今年度で３年目のラストイヤーを迎えることがで
きました。本号では、観光PRの手段である「情報発
信」についてご紹介いたします！

市制施行70周年記念事業
「みーやちゃん記念日パーティー」

阿南市活竹祭に参加し、
御坊市の特産品をPRしました
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